
経営・労働／連載

　

「

日

本

的

経

営

」

と

「

生

産

性

三

原

則

」

は

、

相

思

相

愛

の

夫

婦

の

よ

う

な

関

係

で

あ

っ

た

。

し

か

し

、

相

思

相

愛

の

筈

が

、

い

つ

の

間

に

か

ス

レ

違

い

の

夫

婦

の

関

係

に

変

化

、

時

々

は

ス

レ

違

い

に

気

を

病

む

が

お

互

い

に

元

に

戻

す

努

力

を

し

な

い

ま

ま

徒

ら

に

冷

た

い

関

係

を

増

幅

し

合

う

結

果

を

招

い

て

い

る

夫

婦

も

散

見

さ

れ

る

。

「

日

本

的

経

営

」

と

「

生

産

性

三

原

則

」

の

関

係

も

今

で

は

冷

た

い

関

係

に

堕

し

た

夫

婦

関

係

に

似

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

感

じ

る

。

新

自

由

主

義

的

経

営

に

対

す

る

危

機

感

に

乏

し

い

労

働

組

合

　

シ

カ

ゴ

大

学

の

ミ

ル

ト

ン

・

フ

リ

ー

ド

マ

ン

教

授

が

提

唱

し

た

い

わ

ゆ

る

新

自

由

主

義

経

済

論

は

、

南

米

の

チ

リ

や

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

を

皮

切

り

に

思

っ

た

以

上

に

速

い

ス

ピ

ー

ド

で

世

界

中

を

席

巻

し

、

日

本

も

例

外

で

あ

り

得

ず

、

特

に

小

泉

政

権

以

降

バ

ブ

ル

崩

壊

の

副

産

物

の

体

を

為

し

て

、

は

や

り

病

の

よ

う

に

規

制

緩

和

、

コ

ー

ポ

レ

ー

ト

ガ

バ

ナ

ン

ス

の

見

直

し

、

株

主

利

益

至

上

主

義

等

を

標

榜

し

、

企

業

経

営

を

一

挙

に

ロ

ー

コ

ス

ト

指

向

、

内

部

留

保

重

視

経

営

に

追

い

込

み

、

労

働

組

合

に

「

雇

用

か

賃

金

か

」

を

問

う

経

営

マ

イ

ン

ド

を

強

め

て

い

っ

た

。

　

こ

の

経

営

マ

イ

ン

ド

の

変

化

に

対

し

、

日

本

の

労

働

組

合

の

大

宗

を

占

め

る

企

業

別

労

働

組

合

（

髙

木

流

表

現

で

は

塀

内

組

合

）

は

、

雇

用

優

先

論

の

も

と

賃

金

抑

制

を

受

け

入

れ

、

経

済

の

グ

ロ

ー

バ

ル

化

の

も

と

で

の

国

際

競

争

力

論

、

デ

フ

レ

経

済

下

の

家

計

費

用

の

低

い

伸

び

等

を

対

組

合

員

用

の

抗

弁

理

由

と

し

た

。

加

え

て

「

日

本

的

経

営

」

の

根

幹

で

あ

る

労

働

者

と

会

社

の

間

の

信

頼

関

係

が

あ

り

、

会

社

も

悪

い

よ

う

に

は

し

な

い

筈

、

状

況

が

好

転

す

れ

ば

ま

た

元

の

よ

う

に

な

る

、

と

い

う

甘

え

の

構

造

に

陥

っ

た

面

も

あ

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。

こ

う

し

て

賃

金

停

滞

の

�

年

が

続

い

た

。

Ｉ

Ｃ

Ｆ

Ｔ

Ｕ

（

国

際

自

由

労

連

）

、

現

Ｉ

Ｔ

Ｕ

Ｃ

（

国

際

労

働

組

合

総

連

合

）

の

警

鐘

も

響

か

ず

　

２

０

０

６

年

だ

っ

た

と

記

憶

し

て

い

る

が

、

当

時

の

Ｉ

Ｃ

Ｆ

Ｔ

Ｕ

（

国

際

自

由

労

連

、

連

合

と

し

て

加

盟

）

の

書

記

長

で

あ

っ

た

ガ

イ

・

ラ

イ

ダ

ー

氏

（

前

Ｉ

Ｌ

Ｏ

事

務

局

長

）

が

新

自

由

主

義

経

済

論

は

世

界

の

労

働

者

の

た

め

に

な

ら

ず

と

い

う

観

点

か

ら

、

Ｉ

Ｃ

Ｆ

Ｔ

Ｕ

加

盟

の

有

力

組

合

を

ジ

ュ

ネ

ー

ブ

に

集

め

、

新

自

由

主

義

経

済

へ

の

対

応

等

に

つ

い

て

の

検

討

会

を

開

催

、

私

も

声

を

掛

け

ら

れ

出

席

し

た

。

議

論

は

侃

侃

諤

諤

（

か

ん

か

ん

が

く

が

く

）

、

大

変

熱

の

入

っ

た

も

の

で

あ

っ

た

が

何

か

の

結

論

を

得

る

も

の

で

は

な

く

、

お

互

い

新

自

由

主

義

経

済

型

の

論

理

や

施

策

に

は

用

心

し

て

対

処

し

よ

う

、

と

い

っ

た

程

度

の

危

機

感

を

共

有

し

て

散

会

し

た

よ

う

な

記

憶

が

残

っ

て

い

る

。

　

私

自

身

も

２

０

０

５

年

秋

か

ら

２

０

０

９

年

秋

ま

で

の

４

年

間

、

連

合

会

長

の

任

に

あ

り

、

賃

金

レ

ベ

ル

の

上

昇

を

め

ざ

し

て

鋭

意

努

力

も

し

た

つ

も

り

で

あ

っ

た

が

、

Ｉ

Ｃ

Ｆ

Ｔ

Ｕ

の

ガ

イ

・

ラ

イ

ダ

ー

書

記

長

の

警

鐘

に

共

鳴

す

る

感

度

が

弱

く

、

賃

金

停

滞

の

流

れ

に

歯

止

め

を

掛

け

ら

れ

な

か

っ

た

と

い

う

点

で

、

い

ま

だ

に

忸

怩

た

る

思

い

に

苛

ま

れ

て

い

る

。

　

な

お

、

ガ

イ

・

ラ

イ

ダ

ー

書

記

長

の

警

鐘

に

比

較

的

感

度

良

く

対

応

し

た

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸

国

、

ま

た

発

想

は

異

な

っ

た

が

賃

金

レ

ベ

ル

に

拘

っ

た

ア

メ

リ

カ

や

韓

国

、

そ

し

て

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

な

ど

と

日

本

の

賃

金

レ

ベ

ル

は

こ

の

間

、

取

り

返

し

が

つ

か

な

く

な

る

程

開

い

て

し

ま

っ

た

。

「

日

本

的

経

営

」

ひ

い

て

は

「

生

産

性

三

原

則

」

に

対

す

る

甘

え

が

、

現

在

の

日

本

の

賃

金

レ

ベ

ル

の

根

底

に

あ

る

の

か

も

知

れ

な

い

。

ト

ッ

プ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

ク

ラ

ブ

昼

食

会

千

葉

・

７

月

か

ら

　

千

葉

県

生

産

性

本

部

は

７

月

か

ら

�

月

に

か

け

て

、

第

�

期

生

産

性

ト

ッ

プ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

ク

ラ

ブ

（

昼

食

会

）

を

千

葉

市

の

京

成

ホ

テ

ル

ミ

ラ

マ

ー

レ

で

開

催

す

る

。

対

象

は

企

業

の

経

営

ト

ッ

プ

・

幹

部

、

労

組

、

団

体

、

自

治

体

の

幹

部

等

。

　

９

月

ま

で

の

日

時

、

テ

ー

マ

、

講

師

は

以

下

の

通

り

。

　

７

月

例

会

（

７

月

�

日

）

「

『

食

』

で

世

の

中

を

元

気

に

す

る

」

ｄ

ａ

ｎ

ｃ

ｙ

ｕ

編

集

部

長

植

野

広

生

氏

▽

８

月

例

会

（

８

月

８

日

）

「

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

を

活

用

し

た

地

域

の

課

題

解

決

・

活

性

化

と

、

宇

宙

×

地

域

創

生

」

国

立

研

究

開

発

法

人

宇

宙

航

空

研

究

開

発

機

構

円

城

寺

雄

介

氏

▽

９

月

例

会

（

９

月

�

日

）

「

『

地

域

を

盛

り

上

げ

る

会

社

』

小

湊

鐵

道

の

二

人

三

脚

の

経

営

」

小

湊

鐵

道

代

表

取

締

役

社

長

石

川

晋

平

氏

、

代

表

取

締

役

副

社

長

石

川

卓

生

氏

　

問

い

合

わ

せ

は

、

千

葉

県

生

産

性

本

部

、

電

話

０

４

３

（

２

４

６

）

０

７

１

８

ま

で

。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

４

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

４

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

「

モ

ビ

リ

テ

ィ

カ

ン

パ

ニ

ー

へ

の

変

革

に

向

け

た

『

全

員

活

躍

』

の

推

進

」

を

テ

ー

マ

に

、

ト

ヨ

タ

自

動

車

人

事

部

長

の

南

井

正

之

氏

が

講

演

し

た

。

　

冒

頭

、

南

井

氏

は

、

ト

ヨ

タ

は

自

社

を

「

自

動

車

会

社

」

か

ら

、

モ

ビ

リ

テ

ィ

に

関

わ

る

あ

ら

ゆ

る

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

し

多

様

な

ニ

ー

ズ

に

応

え

ら

れ

る

「

モ

ビ

リ

テ

ィ

カ

ン

パ

ニ

ー

」

に

再

定

義

し

て

い

る

と

説

明

し

た

う

え

で

、

人

材

に

対

す

る

考

え

方

の

キ

ー

ワ

ー

ド

と

し

て

、

「

幸

せ

を

量

産

す

る

」

こ

と

を

挙

げ

、

「

私

た

ち

の

使

命

は

世

界

中

の

幸

せ

に

な

る

モ

ノ

や

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

し

、

『

幸

せ

を

量

産

す

る

』

こ

と

で

あ

り

、

従

業

員

も

同

様

に

ト

ヨ

タ

で

働

く

こ

と

を

通

し

て

幸

せ

で

あ

っ

て

ほ

し

い

」

と

い

う

思

い

で

、

様

々

な

取

り

組

み

を

展

開

し

て

い

る

と

述

べ

た

。

　

ま

た

、

「

人

に

対

す

る

基

盤

は

労

使

関

係

に

あ

る

と

思

っ

て

い

る

」

と

、

ト

ヨ

タ

の

労

使

関

係

に

つ

い

て

触

れ

、

従

業

員

の

�

％

の

１

５

０

０

人

を

人

員

整

理

し

た

１

９

５

０

年

の

大

争

議

を

原

点

と

し

て

、

「

対

立

的

な

労

使

関

係

は

労

使

と

も

に

不

幸

に

な

る

」

こ

と

を

地

道

に

引

き

継

い

で

き

た

こ

と

や

、

労

使

関

係

は

職

場

の

「

人

間

関

係

の

総

和

」

で

あ

り

、

各

職

場

に

お

け

る

良

好

か

つ

健

全

な

人

間

関

係

が

ト

ヨ

タ

の

競

争

力

の

源

泉

で

あ

る

こ

と

、

２

０

２

０

年

の

労

使

協

議

会

か

ら

開

催

方

式

を

変

更

し

、

ト

ヨ

タ

が

抱

え

る

課

題

に

つ

い

て

、

ト

ッ

プ

・

組

合

員

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

が

参

加

し

、

本

気

で

本

音

の

議

論

を

行

う

こ

と

を

重

視

し

て

い

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

　

全

員

活

躍

の

推

進

の

う

え

で

重

要

と

な

る

幹

部

層

に

つ

い

て

は

、

「

周

囲

か

ら

『

支

え

て

も

ら

え

る

・

選

ん

で

も

ら

え

る

』

姿

勢

・

行

動

に

見

直

す

必

要

が

あ

る

」

と

し

て

、

「

人

間

力

の

強

化

」

と

「

公

正

な

評

価

の

徹

底

」

に

取

り

組

み

、

幹

部

層

の

評

価

基

準

を

、

従

来

の

実

行

力

に

偏

っ

た

評

価

か

ら

、

「

人

間

力

」

と

「

実

行

力

」

を

兼

ね

備

え

た

人

材

を

評

価

す

る

こ

と

に

変

更

し

、

評

価

項

目

に

「

人

間

力

」

を

入

れ

た

こ

と

や

、

幹

部

層

の

資

格

の

大

括

り

化

を

行

い

、

「

人

間

力

」

と

「

実

行

力

」

を

兼

ね

備

え

た

人

材

を

タ

イ

ム

リ

ー

に

登

用

で

き

る

仕

組

み

を

つ

く

っ

た

こ

と

を

紹

介

し

た

。

　

さ

ら

に

、

人

間

力

の

継

続

的

な

向

上

に

向

け

た

取

り

組

み

と

し

て

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

サ

ー

ベ

イ

を

行

い

、

従

業

員

の

働

き

が

い

や

幸

福

度

を

可

視

化

し

て

い

る

こ

と

や

、

感

謝

と

思

い

や

り

に

あ

ふ

れ

た

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

体

得

し

、

メ

ン

バ

ー

が

幸

福

感

を

抱

い

て

人

生

を

過

ご

せ

る

よ

う

な

職

場

を

つ

く

る

こ

と

を

目

的

に

、

Ｏ

Ｃ

（

思

い

や

り

・

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

）

研

修

を

年

１

回

、

幹

部

層

を

対

象

に

実

施

し

て

い

る

こ

と

な

ど

に

も

触

れ

た

。

　

直

近

で

は

、

「

多

様

性

（

自

分

ら

し

い

人

生

を

）

」

「

成

長

（

挑

戦

と

失

敗

を

財

産

に

）

」

「

貢

献

（

産

業

の

未

来

の

た

め

に

）

」

を

３

本

柱

に

、

全

員

活

躍

に

向

け

た

取

り

組

み

を

進

め

て

い

る

。

　

多

様

性

で

は

、

パ

ー

ト

ナ

ー

の

育

休

取

得

１

０

０

％

を

目

指

す

取

り

組

み

を

行

っ

て

い

る

こ

と

や

、

入

社

３

年

目

ま

で

の

若

手

社

員

を

対

象

に

社

内

Ｆ

Ａ

制

度

を

新

設

し

た

こ

と

、

成

長

で

は

、

「

脱

機

能

・

脱

個

社

」

を

目

指

し

、

出

向

や

研

修

な

ど

を

強

化

し

て

い

る

こ

と

、

貢

献

で

は

、

グ

ル

ー

プ

・

仕

入

れ

先

と

の

人

材

交

流

・

マ

ッ

チ

ン

グ

の

強

化

を

図

っ

て

い

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

　

２

０

２

４

年

の

労

使

協

議

会

で

話

し

合

わ

れ

た

「

人

へ

の

投

資

」

に

つ

い

て

は

、

「

働

き

や

す

い

も

の

づ

く

り

環

境

の

整

備

」

（

ト

イ

レ

や

ロ

ッ

カ

ー

の

更

新

・

新

設

な

ど

の

工

場

の

環

境

整

備

、

寮

の

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

、

定

年

後

再

雇

用

者

の

処

遇

向

上

な

ど

）

や

、

「

『

自

ら

や

り

が

い

を

つ

か

み

と

る

』

仕

組

み

づ

く

り

」

（

全

職

種

を

対

象

と

し

た

職

種

変

更

、

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

役

割

定

義

・

育

成

・

評

価

の

見

直

し

、

資

格

・

職

種

・

職

場

を

問

わ

ず

選

択

可

能

な

選

択

型

研

修

の

強

化

な

ど

）

に

現

在

、

取

り

組

ん

で

い

る

と

述

べ

た

。
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